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　天童北部小学校は、創立３０周年を迎え、６月７日に記念式
典を挙行しました。式典の最後に、北部小伝統の北部太鼓が
披露され、迫力ある音が体育館に響きました。
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６ 月 定 例 会
　平成２４年度第２回市議会定例会（６月定
例会）は、６月７日から２１日までの１５日間
の会期で開かれました。
　市長提出の報告７件、人事議案１件は、
初日の本会議で採決が行われました。その
ほか、予算議案２件と一般議案２件につい
ては、予算特別委員会と所管常任委員会に
付託され、各委員会で審査された後、最終
日の本会議で採決が行われました。
　また、最終日の本会議に請負契約の締結
議案４件、委員会提出議案１件及び議員提
出議案２件が提出され、それぞれ採決が行
われました。
（採決結果は１１ページ、意見書は８ページ、
請願審査結果は１４ページに掲載してありま
す。）

議会
 改革３

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
今
年
９
月
の
定
例
会
後
、
中
学
校
区
ご
と

に
、
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

審 議 日 程
月　日 内　　　容

６. ７（木） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

６.１１（月）
６.１２（火） 本会議（市政に対する一般質問）

６.１３（水） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

６.１４（木） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６.１５（金） 予算特別委員会（付託案件の審査）

６.１８（月） 予算特別委員会（討論、採決）

６.２１（木） 本会議（委員長報告、追加議案の提案理由、
　　　  質疑、討論、採決など）

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
４

月
以
降
、
月
２
回
開
催
し
、
８
項

目
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
検
討
し
て
き
た
結
果
は
、
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　
７
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第

７
回
委
員
会
に
お
い
て
、
今
年
９

月
の
定
例
会
後
の
１０
月
下
旬
に
、

中
学
校
区
単
位
で
、
地
元
の
議
員

と
、
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
告・意
見
交
換
会
と
は
、

市
政
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

市
民
と
の
対
話
の
機
会
を
設
け
、

市
民
の
意
見
を
把
握
す
る
も
の
で

す
。
全
国
の
多
く
の
市
議
会
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、
酒

田
市
、
新
庄
市
、
村
山
市
等
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
進
地
を
視
察
し
て
、
市
民
の

開催予定日 検　討　す　る　項　目

８月１３日
（月）

＊夜間、日曜日等の議会・委員会開催について
＊本会議・委員会の傍聴について（傍聴席の改善
等）
＊議会広報・ホームページについて（賛否の公表
等）

８月２７日
（月）

＊議会広報・ホームページについて（賛否の公表
等）
＊正副議長選挙の立候補制について

９月１０日
（月）

＊正副議長選挙の立候補制について
＊会派について（会派制の是非、３人会派の見直
し）

９月１８日
（火）

＊会派について（会派制の是非、３人会派の見直
し）
＊議会事務局体制について

１０月１日
（月）

＊議会事務局体制について
＊政務調査費について

１０月１５日
（月）

＊政務調査費について
＊議員定数について
１１月以降に検討していく項目

＊議員定数について　　＊議員報酬について
＊議会基本条例について
※１１月以降の開催日と協議内容の予定は、１０月上旬に決定し
ます。
※会議は全て、午後３時開会です。
※一般傍聴席は先着順で２０席です。傍聴希望者は、会議開始
１０分前までに所定の受付をしてから入室してください。ま
た、会議中は休憩時を除き入退室できませんのでご注意く
ださい。

表２　開催予定と検討項目

検討した項目 検　討　結　果
常任委員会に
ついて

定期開催は行わないが、委員２人以上の要求
で、委員会を随時開催できるようにする。

予算特別委員
会について

予算審査は、３月補正を除き特別委員会に付託
し、多くの議員で審査する。

議員間の討議
について

議員２人以上の提案で、議員同士による自由な
討論ができる場を設置する。

反問権の付与
について

議員の質問と執行部の答弁をかみ合わせるた
め、また論点を明確にするために、市長（執行
部）に反問権を付与することを検討していく。

議会報告会・
意見交換会
について

議会活動を市民へ直接報告し、市民との意見交
換を行うため、議会報告・意見交換会を実施す
るものとする。今年９月定例会後に試行する。

表１　検討結果

皆
さ
ん
が
集
ま
り
や
す
い
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
に
す
る
予
定
で

す
。
会
場
や
日
程
が
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
以
降
の
議
会
改
革
特
別
委

員
会
の
開
催
予
定
と
検
討
内
容
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
会
議

を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

平成 24 年８月１日発行 （2）



今年５月、６
ムサシ

３４の松交流イベントでにぎわう
　天童高原

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月１１日、１２日の２
日間の日程で、１４人の議員が行いました。
　１１月に予定されている市長選挙再出馬をはじ
め、行財政改革や芳賀開発のほか、学校教育等に
ついて、市長、教育長等の見解を求めました。

天
童
高
原
の
再
開
発
に
つ
い
て

天童高原

★
民
主
市
民
ク
ラ
ブ

狩
野
佳
和
議
員

＊
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
＊
天
童
高
原
に
つ
い
て

海
鋒
孝
志
議
員

＊
市
長
の
行
政
手
法
と
考
え
方

に
つ
い
て

＊
事
業
推
進
の
目
的
と
達
成
後

の
姿
に
つ
い
て

＊
重
要
事
業
要
望
に
つ
い
て

★
清
新
会

伊
藤
護
國
議
員

＊
市
長
選
に
つ
い
て

＊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

＊
市
民
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

武
田
正
二
議
員

＊
災
害
に
強
い
市
の
防
災
体
制

に
つ
い
て

＊
に
ぎ
わ
う
観
光
づ
く
り
に
つ

い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
防
災
対
策
に
つ
い
て

＊
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

＊
観
光
に
つ
い
て

遠
藤
敬
知
議
員

＊
市
役
所
改
革
に
つ
い
て

＊
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

＊
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
新
た
な
行
財
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

＊
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校

教
育
に
つ
い
て

＊
エ
コ
と
環
境
に
つ
い
て

★
自
公
・
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
な

環
境
と
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

な
感
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
保
育
に
つ
い
て

＊
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
結
城
義
巳
議
員

＊
定
住
促
進
策
に
つ
い
て

＊
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
野
生
鳥
獣
の
被
害
防
止
に
つ

い
て

＊
成
年
後
見
制
度
の
充
実
に
つ

い
て

★
会
派
に
属
し
な
い
議
員

茂
木
孝
雄
議
員

＊
天
童
市
の
学
校
教
育
に
つ
い

て
＊
市
民
が
誇
れ
る
、
文
化
的
な

天
童
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
石
垣
昭
一
議
員

＊
脱
原
発
と
再
生
可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
に

つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
芳
賀
の
新
駅
設
置
に
つ
い
て

＊
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

狩
野
佳
和
議
員

　
天
童
高
原
は

自
然
豊
か
で
風

光
明
媚
で
あ
る
。

牧
野
公
社
が
解
散
し
、
観
光
資
源

と
し
て
再
開
発
が
急
務
で
あ
る
。

①
市
民
農
園
の
構
想
が
あ
る
が

「
無
農
薬
自
然
栽
培
（
里
山
農
法
）

農
園
」
に
特
化
し
、
②
施
設
の
電

気
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま

か
な
い
、
自
然
に
優
し
い
天
童
高

原
に
特
化
し
て
観
光
客
が
た
く
さ

ん
訪
れ
る
場
所
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

山
本
市
長　
天
童
高
原
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
整
備
開
発
懇
談
会

や
、
地
元
田
麦
野
地
区
の
懇
談
会

な
ど
を
開
催
し
、
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
天
童
高
原
の
自
然
環
境
や
景
観

を
活
か
し
な
が
ら
、「
憩
い
の
場
」

「
健
康
づ
く
り
の
場
」、
そ
し
て

「
教
育
の
場
」
と
し
て
の
整
備
を

図
り
た
い
。
天
童
高
原
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
牧
野
公
社
の
解
散
に

伴
い
、
今
後
２
年
間
は
直
営
で
運

営
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
こ
の

２
年
間
の
中
で
、
地
域
の
方
々
や

関
係
者
の
方
々
と
の
協
力
体
制
を

構
築
し
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
民
間

組
織
へ
委
託
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
高
原
野
菜
の
栽
培
等
を
行
う

市
民
農
園
を
計
画
し
て
い
る
。
将

来
的
に
は
、
無
農
薬
市
民
農
園
と

し
て
、
付
加
価
値
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
一
つ
の
ご
提
案
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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災害に備え、一時避難の訓練を行う

市
長
の
再
選
出
馬
に
つ
い
て

市長選挙

芳
賀
新
駅
、

�

イ
オ
ン
進
出
の
状
況
は

芳賀開発

海
鋒
孝
志
議
員

　
芳
賀
新
駅
建

設
の
決
定
は
い

つ
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
進

出
計
画
に
つ
い
て
も
土
地
売
買
と

賃
貸
契
約
が
完
了
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
大
き
な
市
民
の
関
心
事
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
出
店
時
期
、
規

模
等
が
見
え
な
い
。
市
で
積
極
支

援
を
約
束
し
た
芳
賀
土
地
区
画
整

理
事
業
で
あ
り
、
市
民
に
正
確
な

情
報
を
公
開
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

山
本
市
長　
新
駅
構
想
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社
に
基

本
調
査
を
委
託
し
た
結
果
、
今
年

３
月
に
、
新
駅
を
設
置
す
る
こ
と

は
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
と
の
判

断
を
い
た
だ
い
た
。
新
駅
設
置
に

は
、
Ｊ
Ｒ
の
決
断
後
、
国
土
交
通

大
臣
の
認
可
が
必
要
と
な
る
。
新

駅
設
置
が
早
期
実
現
と
な
る
よ

う
、
Ｊ
Ｒ
と
引
き
続
き
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
大
型
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
芳
賀
土
地
区
画

整
理
組
合
と
の
間
で
、
保
留
地
売

買
の
契
約
を
今
年
３
月
に
締
結
し

て
い
る
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
は
、

芳
賀
を
「
全
国
の
出
店
候
補
地
の

１
つ
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
現

在
は
出
店
時
期
等
に
つ
い
て
、
区

画
整
理
組
合
と
協
議
を
し
て
い
る

段
階
と
伺
っ
て
い
る
。

伊
藤
護
國
議
員

　

山
本
市
長

は
、
平
成
２０
年

１２
月
の
市
長
選

で
「
子
育
て
支
援
」「
観
光
・
も

の
づ
く
り
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

づ
く
り
」
日
本
一
へ
の
挑
戦
を
掲

げ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
で
初
陣

を
飾
り
、
こ
の
３
年
間
、
着
実
に

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
努
め
ら

れ
た
。
今
年
末
に
予
定
さ
れ
て
い

る
市
長
選
へ
の
再
選
出
馬
に
つ
い

て
市
長
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　

当
選
以
来
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
３
つ
の
日
本

一
を
目
指
し
、
中
学
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
完
全
無
料
化
や
工
業
団

地
整
備
と
企
業
誘
致
な
ど
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

第
一
中
学
校
の
改
築
や
芳
賀
土
地

区
画
整
理
、
天
童
高
原
の
再
生
な

ど
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
こ
の
残
っ
た
課
題
の
解

決
を
図
り
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
責

務
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
２

期
目
の
市
長
選
挙
に
出
馬
す
る
決

意
を
固
め
た
次
第
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
第
六
次
天
童
市
総
合

計
画
に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
「
笑

顔　
に
ぎ
わ
い　
し
あ
わ
せ
実
感　

健
康
都
市
」
の
ほ
か
、
将
来
目
標

人
口
の
達
成
を
目
指
し
て
、
各
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

災
害
に
強
い

�

市
の
防
災
体
制
に
つ
い
て

防災体制

武
田
正
二
議
員

　
今
年
度
、
市

で
は
防
災
専
門

指
導
員
の
配
置

を
予
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
目
的
と
職
務
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
大
規
模
災
害
発
生
時

の
市
内
の
企
業
と
の
連
携
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
下
校
の
安
全
を
ど

う
確
保
し
、
保
護
者
と
の
連
携
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
る

の
か
。

山
本
市
長　
防
災
専
門
指
導
員
の

設
置
目
的
は
、
本
市
の
防
災
及
び

危
機
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
市
民

の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
こ
と

で
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
、
元

自
衛
官
の
任
用
を
予
定
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
職
務
は
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
初
動
体
制
の

市
民
へ
の
周
知
の
ほ
か
、「
防
災

計
画
」
や
「
国
民
保
護
計
画
」
の

見
直
し
な
ど
、
総
合
的
な
危
機
管

理
業
務
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
本
市
で
は
、
大
規
模
災

害
時
に
備
え
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
多
く
の
機
関
や

企
業
と
の
間
に
、
水
道
施
設
復
旧

応
援
協
定
な
ど
、
多
様
な
災
害
協

定
を
結
ん
で
い
る
。
災
害
時
の
一

時
避
難
場
所
や
収
容
施
設
の
体
制

強
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地
域

の
要
望
を
踏
ま
え
、
協
力
い
た
だ

け
る
企
業
等
と
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　

災
害
時
の
児

童
・
生
徒
の
下
校
体
制
に
つ
い
て

は
、
学
校
ご
と
に
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
防
災
計
画
等
を
定
め
て

い
る
。
そ
の
計
画
を
も
と
に
、
災

害
に
応
じ
て
、
児
童
・
生
徒
の
家

庭
状
況
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、

迅
速
か
つ
適
切
な
安
全
確
保
に
努

め
た
い
。

平成 24 年８月１日発行 （4）



行政サービスの向上を図るため、行財政改革を推進します

新
た
な
行
革
へ
の

�

取
り
組
み
体
制
は

行財政改革

少
子
化
対
策
と
し
て

�

婚
活
推
進
を

婚活推進

水
戸
芳
美
議
員

　
年
々
、
出
生

数
が
減
少
し
て

い
る
。
結
婚
は

し
た
い
が
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い

と
言
う
人
も
多
い
。
一
組
で
も
多

く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
で
き
る
よ

う
、
日
本
の
優
れ
た
伝
統
で
も
あ

り
、
男
女
の
仲
を
取
り
持
っ
て
く

れ
る
「
仲
人
」
に
、
成
婚
し
た
場

合
に
助
成
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

会
社
や
各
種
団
体
で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
に
助
成
で
き
な
い
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間

団
体
が
行
っ
て
い
る
婚
活
支
援
事

業
を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
役
所
１

階
の
市
民
ホ
ー
ル
に
備
え
て
い

る
。
仲
人
へ
の
支
援
及
び
助
成
に

つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
つ
い
て
の
課
題
等
も
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
助
成
に
つ
い
て
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
仲
人
間
の
情

報
交
換
に
つ
い
て
は
、
県
が
実
施

し
て
い
る
や
ま
が
た
結
婚
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
の

で
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に
連
携

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
内
で
婚
活
支
援
を

行
っ
て
い
る
団
体
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
今
後
実
施
団
体
と
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
財
政

的
な
支
援
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

矢
萩
武
昭
議
員

　
市
長
は
、
新

年
度
に
さ
ら
な

る
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
、「
行
財
政
改
革

推
進
監
（
部
長
級
）」
を
配
置
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
４
階
の
改
革
本

部
に
は
推
進
監
が
１
名
配
置
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、
他
の
職
員
は
３

階
の
職
員
の
兼
務
体
制
と
聞
く
。

こ
う
し
た
体
制
で
、
真
の
改
革
が

で
き
る
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
が

市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

山
本
市
長　
行
財
政
改
革
推
進
の

た
め
に
は
、
市
役
所
内
の
意
思
統

一
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
も

と
、「
首
尾
一
貫
し
た
組
織
体
制
」

を
堅
持
し
、「
危
機
感
と
行
革
の

意
識
」
を
職
員
と
共
有
し
な
が

ら
、
市
役
所
が
一
丸
と
な
っ
て
改

革
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

専
任
の
部
長
級
の
職
員
を
、
行
財

政
改
革
推
進
監
に
任
命
し
配
置
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
職
員
体
制
に

つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
推
進
本

部
事
務
局
長
以
下
の
職
員
は
、
兼

務
体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
行
政

課
題
を
所
管
す
る
部
課
等
が
主
体

と
な
っ
て
課
題
解
決
の
た
め
の
検

討
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。
本
部

事
務
局
は
、
部
課
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
そ
の
進
行
管
理
を
担

い
、
新
た
な
行
財
政
改
革
の
推
進

を
実
行
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の

�

格
差
解
消
に
つ
い
て

放課後児童
ク　ラ　ブ

遠
藤
敬
知
議
員

　
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
家
庭
に
代

わ
る
毎
日
の
生

活
の
場
で
あ
る
。
運
営
さ
れ
る
側

の
不
安
や
諸
問
題
解
決
の
た
め
、

早
急
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
べ

き
で
な
い
か
。
公
設
の
施
設
な
が

ら
格
差
が
著
し
く
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
一
括
施
設
整
備
す
べ
き
と
思

う
が
市
長
の
考
え
は
。

山
本
市
長　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
現
在
、
市
内
に
２０
カ
所
開
設

さ
れ
て
お
り
、
利
用
児
童
数
は
約

７
５
０
人
に
な
っ
て
い
る
。

　
国
は
、
平
成
１９
年
度
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
、
施
設
の
規
模
や
児
童
１
人

当
た
り
の
広
さ
な
ど
に
つ
い
て
の

基
準
を
示
し
て
い
る
。
市
で
は
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
事
業
の
指

針
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
現
在
の
２０
施
設
の
中
に
は
、
小

学
校
体
育
館
の
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
市
立
公
民
館
の
一
部
を
利
用
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
入
所
児
童

数
が
開
所
当
時
に
比
べ
て
増
加
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
児
童
の
生

活
ス
ペ
ー
ス
は
、
必
ず
し
も
十
分

で
は
な
い
状
況
も
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
国
や
県
の
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え

て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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計画的に開発されたまちなみ

成
生
児
童
館
の
現
状
と

�

改
築
に
つ
い
て

児 童 館

「
親
学
の
す
す
め
」
に
つ
い
て

親子の絆

山
口
桂
子
議
員

　
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
家
庭

教
育
と
社
会
教

育
、
学
校
教
育
の
面
が
お
ろ
そ
か

に
さ
れ
て
き
た
。
母
親
・
父
親
と

し
て
の
自
覚
を
促
す
講
座
の
開
催

な
ど
、
子
と
共
に
親
が
成
長
す
る

た
め
に
行
政
が
も
っ
と
支
援
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。「
親お

や

守も
り

歌う
た

」
等
を
、
親
子
の
絆
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
導
入
し
、
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

水
戸
部
教
育
長　
県
で
は
、
家
庭

及
び
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
１１
年
度
か
ら
家
庭

教
育
推
進
事
業
を
実
施
し
、
親
に

対
し
て
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
本
市
も
、
こ
の
事
業
を
活
用

し
、
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催

す
る
講
演
会
の
開
催
費
用
を
補
助

し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
講
演
会
に
も
支
援

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
明
星
大
学
の
高
橋
教
授
は
、
子

ど
も
か
ら
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
短
歌
や
唄
に
つ
づ
っ
た
「
親
守

歌
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

親
が
親
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た

め
の
こ
う
し
た
情
報
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。

松
田
光
也
議
員

　
昭
和
４６
年
開

設
し
た
成
生
児

童
館
は
４１
年
目

を
迎
え
た
。
他
の
児
童
館
は
、
す

で
に
１７
年
前
や
１９
年
前
に
耐
震
基

準
を
満
た
し
た
立
派
な
児
童
館
を

新
築
し
て
い
る
。
成
生
児
童
館
の

み
耐
震
補
強
で
済
ま
さ
れ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
誠
に
不
公
平
な
状
況

で
は
な
い
の
か
。
子
育
て
日
本
一

を
掲
げ
て
い
る
市
長
に
、
成
生
児

童
館
の
改
築
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　

昭
和
４６
年
に
開
設

し
、
築
後
４１
年
を
経
過
し
た
成
生

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
保
育
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

平
成
１６
年
・
１７
年
に
は
大
規
模
な

床
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
児
童
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
壁
を
筋
交
い
で
補
強
す

る
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
予
定
で

い
る
。

　
国
は
幼
児
期
の
教
育
と
保
育
を

一
体
的
に
提
供
す
る
「
総
合
子
ど

も
園
」
の
創
設
を
目
指
し
て
い

る
。
子
ど
も
を
保
育
す
る
施
設
の

仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
成
生
児
童
館
の
改
築

に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
等
を
注

視
し
な
が
ら
、
児
童
館
の
あ
り
方

や
市
全
体
の
保
育
施
設
整
備
に
つ

い
て
研
究
す
る
中
で
、
改
築
に
向

け
た
方
向
性
を
見
出
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

市
街
化
区
域
・
調
整
区
域
の

�

線
引
き
廃
止
を

土地利用

結
城
義
巳
議
員

　
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整

区
域
の
線
引
き

は
、
土
地
が
虫
喰
い
状
態
に
開
発

さ
れ
る
の
を
防
ぐ
な
ど
、
長
い

間
、
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
下

水
道
の
整
備
も
ほ
と
ん
ど
完
了
し

た
現
在
、
線
引
き
は
廃
止
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
周
辺
部
の

開
発
も
可
能
に
な
り
、
農
村
部

の
過
疎
化
対
策
に
も
な
る
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
と
に
区
分
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
計
画
的
、
集
中

的
に
市
街
地
を
整
備
し
、
将
来
的

な
都
市
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
抑

制
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
虫

喰
い
型
の
無
秩
序
な
土
地
利
用
を

抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
農
業

と
の
調
整
措
置
に
よ
り
産
業
間
の

調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に
区

分
さ
れ
た
周
辺
集
落
部
の
人
口
減

少
や
地
域
活
力
の
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
で
は
、
線
引
き

に
よ
る
都
市
計
画
を
行
い
、
居
住

地
域
や
農
業
、
商
工
業
が
秩
序
あ

る
発
展
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
都

市
施
設
の
整
備
率
は
高
い
水
準
を

保
っ
て
お
り
、
線
引
き
に
よ
る
都

市
計
画
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
の
現
在
に

お
い
て
は
、
都
市
計
画
の
手
法
を

見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
本
市
の
今
後
の
発

展
、
開
発
の
方
向
性
を
探
る
た
め

に
、
土
地
利
用
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
な
が

ら
見
極
め
て
い
き
た
い
。

注　
「
親
守
歌
」
と
は
、
子
守
歌
の
逆
で

「
子
ど
も
が
親
を
想
っ
て
作
る
短
歌

や
唄
」
で
あ
る
。

平成 24 年８月１日発行 （6）



市保育園等の公共施設に太陽光発電システムを設置

再
生
可
能
な

�

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

エネルギー
戦　　　略

市
民
後
見
人
の
育
成
に
つ
い
て

市民後見人

後
藤
和
信
議
員

　
成
年
後
見
制

度
が
発
足
し
て

１２
年
を
迎
え
、

急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
認
知
症
の

高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画

な
ど
を
本
人
に
代
わ
っ
て
支
援
す

る
な
ど
、
身
近
な
市
民
が
専
門
的

な
知
識
を
身
に
付
け
た
市
民
後
見

人
制
度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
市

民
後
見
人
の
育
成
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
市
民
後
見
人
は
、
日

常
的
な
金
銭
管
理
や
安
定
的
な
身

上
監
護
等
を
中
心
に
、
一
般
的
に

は
難
易
度
の
低
い
事
案
を
本
人
に

代
わ
っ
て
行
う
場
合
を
想
定
し
て

い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
、
近

隣
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
開
催
す
る
養

成
研
修
講
座
へ
の
参
加
の
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
童
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
法
人
後
見
取
得

を
支
援
し
な
が
ら
、
取
得
後
に
天

童
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
必
要
な
養
成
研
修
講
座

を
開
催
で
き
な
い
か
協
議
し
て
い

き
た
い
。

　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て
、
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
業

務
や
、
手
続
き
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

石
垣
昭
一
議
員

　
県
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
を
今

年
３
月
に
策
定

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

導
入
推
進
を
積
極
的
に
打
ち
出
し

て
い
る
。
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

て
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
計
画
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
、
本
市
で
は
、
ど
う
推

進
す
る
の
か
。

山
本
市
長　
県
は
２
０
３
１
年
ま

で
に
１
０
０
万
㌔
㍗
超
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

下
で
、
村
山
総
合
支
庁
と
本
市
を

含
む
村
山
総
合
支
庁
管
内
市
町

が
連
携
し
、「
村
山
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
推
進
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
た
。
協
議
会
で
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
状
況
や
取

組
状
況
の
把
握
、
情
報
の
共
有
化

等
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
独
自
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
国
の

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

地
方
公
共
団
体
支
援
基
金
事
業
」

を
活
用
し
、
消
防
署
な
ど
の
公
共

施
設
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

と
蓄
電
設
備
の
整
備
を
さ
ら
に
推

進
す
る
。
ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
に
対
す
る

補
助
制
度
を
継
続
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

中
学
校
の

�

学
区
制
緩
和
に
つ
い
て

中 学 校

茂
木
孝
雄
議
員

　
日
本
人
の
学

力
が
低
下
し
て

い
る
。
学
力
は

自
分
を
活
か
す
大
事
な
「
道
具
」。

天
童
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
満

足
で
き
る
水
準
な
の
か
。
特
に
中

学
校
の
学
区
制
に
は
課
題
が
あ

る
。
学
校
の
選
択
枠
を
設
け
、
生

徒
の
通
学
負
担
軽
減
と
学
習
意
欲

の
向
上
、
特
長
あ
る
中
学
校
経
営

を
進
め
、
生
徒
の
未
来
へ
の
可
能

性
を
拡
げ
て
ほ
し
い
。

水
戸
部
教
育
長　
全
国
標
準
学
力

検
査
で
の
本
市
の
児
童
・
生
徒
の

状
況
は
、
全
教
科
に
お
い
て
学
力

偏
差
値
が
全
国
基
準
を
上
回
る
水

準
に
あ
る
。
今
後
は
、
学
習
面
で

難
し
さ
を
抱
え
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
支
援
の
ほ
か
、
成
績
上
位

の
児
童
・
生
徒
は
さ
ら
に
力
を
伸

ば
せ
る
手
立
て
を
し
、
一
人
ひ
と

り
が
力
を
つ
け
、
自
分
の
可
能
性

を
見
出
せ
る
教
育
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
家
庭
、
地
域
に
お
い
て

も
教
育
力
の
高
揚
を
期
待
し
て
い

る
。
確
か
な
学
力
と
家
庭
・
地
域

の
関
わ
り
を
見
直
し
、
新
た
な
取

り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

　
ま
た
、
学
区
制
の
緩
和
に
つ
い

て
は
、
公
立
学
校
の
も
つ
「
公
平

性
」
や
「
地
域
性
」
を
基
本
に
し

な
が
ら
、
通
学
区
域
の
弾
力
的
運

用
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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新
駅
設
置
の
調
査
結
果
と

�

市
民
の
合
意
形
成
は

新駅構想

伊
藤
和
子
議
員

　
昨
年
度
、
８

５
０
万
円
の
予

算
で
、
奥
羽
本

線
高
擶
・
天
童
間
新
駅
設
置
基
本

計
画
調
査
を
委
託
し
た
が
、
調
査

結
果
は
。
ま
た
、
鉄
道
施
設
の
総

工
事
費
や
そ
の
他
必
要
経
費
と
費

用
負
担
は
。

　
市
民
に
対
し
て
、
新
駅
構
想
の

説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民

の
合
意
形
成
を
ど
う
図
る
の
か
。

山
本
市
長　
新
駅
設
置
基
本
計
画

調
査
の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
は
、

新
駅
設
置
は
技
術
的
に
可
能
で
あ

る
と
示
さ
れ
た
。
新
駅
設
置
実
現

の
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
、
天
童
南
部
地
区
や
県
総
合
運

動
公
園
か
ら
利
用
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
、
バ
ス
の
運
行

等
を
工
夫
し
て
利
用
者
の
増
加
を

図
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
新
駅
設
置
の
工
事
費
は
約
２

億
２
３
０
０
万
円
、
加
え
て
関
連

費
用
は
約
２
億
円
と
見
込
ま
れ
る
。

　
各
駅
で
は
、
朝
晩
、
自
家
用
車

で
大
変
混
雑
し
て
い
る
。
芳
賀
地

区
に
新
駅
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
混
雑
の
解
消
が
期
待
さ
れ
る
ほ

か
、
駅
周
辺
に
居
住
す
る
市
民
の

利
便
性
が
高
ま
り
、
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
機
会
を
と
ら
え
て
、
市
民

に
対
し
、
新
駅
設
置
計
画
を
周
知

し
て
い
き
た
い
。

討

　論

　

６
月
２１
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
議
員
提
出
意
見
書
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
員
提
出
議
案
第
１
号
尖
閣
諸

島
の
実
効
支
配
を
推
進
す
る
た

め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

〈
反
対
〉
伊
藤
和
子
議
員

　
尖
閣
諸
島
は
歴
史
的
に
も
、
国

際
法
上
も
明
白
な
日
本
の
領
有
で

あ
る
。
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題

解
決
の
た
め
に
は
、
日
本
政
府
が

中
国
政
府
、
国
際
社
会
に
対
し

て
、
理
を
尽
く
し
て
主
張
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
代
の
日
本

政
府
は
日
本
の
領
有
の
正
当
性
を

主
張
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　
意
見
書
は
新
た
な
法
整
備
を
求

め
る
も
の
だ
が
、
逆
に
緊
張
を
高

め
る
こ
と
に
な
り
、
解
決
が
遠
の

い
て
し
ま
う
の
で
は
と
懸
念
す
る

も
の
で
、
意
見
書
の
提
出
に
反
対

す
る
。

　
６
月
２１
日
の
本
会
議
最
終
日
に

委
員
会
提
出
意
見
書
１
件
と
議
員

提
出
意
見
書
２
件
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
は
直
ち
に
関
係
機
関
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

《
委
員
会
提
案
》

▼
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
医
療
に
関

す
る
意
見
書
（
要
約
）

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療
と
し

て
、
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
を
全

面
的
に
保
険
適
用
す
る
と
と
も

に
、
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
が
設

置
さ
れ
て
い
る
山
形
大
学
医
学
部

の
治
療
研
究
の
募
集
を
広
く
公
表

す
る
こ
と
。

（
提
出
先
：
厚
生
労
働
大
臣
ほ
か
）

《
議
員
提
出
》

▼
尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
を
推
進

す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
（
要
約
）

　
尖
閣
諸
島
は
、
わ
が
国
固
有
の

領
土
で
あ
る
。
わ
が
国
の
領
土
・

主
権
を
毅
然
た
る
態
度
で
守
る
意

思
を
内
外
に
明
確
に
示
す
た
め

に
必
要
な
法
整
備
を
速
や
か
に
講

じ
、
国
に
よ
る
土
地
収
用
に
か
か

わ
る
措
置
等
を
と
る
こ
と
。

（
提
出
先
：
防
衛
大
臣
ほ
か
）

▼
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見

書
（
要
約
）

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
は
重

大
な
主
権
侵
害
で
あ
り
、
か
つ
許

し
難
い
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
を

政
府
は
肝
に
銘
じ
、
国
家
の
尊
厳

と
国
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
全

精
力
を
傾
け
、
全
て
の
拉
致
被
害

者
を
早
急
に
救
出
す
る
こ
と
。

（
提
出
先
：
外
務
大
臣
ほ
か
）

意
見
書
の
提
出

天童市固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
　現固定資産評価審査委員会委員の楯悟朗氏
（蔵増）が、平成２４年６月３０日をもって任期
満了になることに伴い、再び同氏を選任する
ことに同意しました。

永年勤続表彰

感　謝　状

　５月２３日に開催された全国市議会議長会定
期総会において、永年勤続として次の方々が
表彰されました。
　　◇議員２０年以上
　　　　　淺井　健一 議員（Ｈ３．１０〜）
　　◇議長・副議長４年以上
　　　　　伊藤　護國 議員

　全国市議会議長会の評議員及び国と地方の
協議の場等に関する特別委員会委員としての
功績に対して、伊藤護國議員と水戸保議員に
感謝状が贈られました。

平成 24 年８月１日発行 （8）



予算特別委員会
平成２４年度一般会計補正予算

１億６７６万５０００円を
増額補正

消
防
庁
舎
に
設
置
す
る

太
陽
光
発
電
等
の
内
容
は

委
員　
消
防
庁
舎
に
太
陽
光
発
電

設
備
等
を
２
２
３
１
万
円
で
整
備

す
る
が
、
規
模
と
発
電
量
を
ど
の

く
ら
い
見
込
む
の
か
。

消
防
課
長　
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
、
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
事
業
費
補
助
金
１
８
０
０
万

円
を
活
用
し
、１０
㌔
㍗
の
発
電
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
。
蓄
電
池
設
備
も

付
設
し
、停
電
時
に
も
対
応
す
る
。

　
年
間
使
用
電
気
量
の
１０
％
程
度

の
発
電
を
予
測
し
て
い
る
。

公
民
館
整
備
費

�

補
助
金
の
内
容
は

委
員　
公
民
館
整
備
費
補
助
金
１

４
１
万
円
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
整
備
の
内
容
は
、

１０
分
館
の
耐
震
診
断
補
助
金
６６
万

円
と
、
１
分
館
の
耐
震
改
修
工
事

補
助
金
７５
万
円
で
あ
る
。
耐
震
診

断
の
費
用
は
、
木
造
の
場
合
、
１０

万
〜
２０
万
円
か
か
る
た
め
、
費
用

の
３
分
の
１
ま
た
は
１０
万
円
を
上

限
に
助
成
す
る
も
の
。
改
修
工
事

は
、
費
用
の
２
分
の
１
ま
た
は
１

５
０
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

西
沼
田
遺
跡
公
園
の

�

修
繕
内
容
は

委
員　
西
沼
田
遺
跡
公
園
の
修
繕

料
１
９
７
万
７
０
０
０
円
の
内
容

は
。

生
涯
学
習
課
長　
４
月
４
日
に
発

生
し
た
低
気
圧
の
強
風
に
よ
る
風

害
の
た
め
、
生
垣
１
５
０
㍍
の
ほ

か
、
木
橋
の
修
繕
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

旧
東
村
山
郡
役
所
資
料
館

の
修
繕
内
容
は

委
員　
豪
雪
に
よ
り
旧
東
村
山
郡

役
所
資
料
館
が
破
損
し
た
た
め
、

修
繕
を
要
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
内
容
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
雪
害
に
よ

り
破
損
し
た
屋
根
瓦
、
漆
喰
、
雨

樋
の
修
理
を
行
う
。
修
繕
費
は
１

０
６
万
１
０
０
０
円
で
、
全
額
建

物
共
済
金
を
充
て
る
。

緊
急
県
産
稲
わ
ら
確
保

対
策
事
業
の
補
助
団
体
は

委
員　
緊
急
県
産
稲
わ
ら
確
保
対

策
事
業
４
９
７
万
７
０
０
０
円
に

つ
い
て
、
ど
こ
の
団
体
が
申
請
す

る
の
か
。

農
林
課
長　
全
体
で
５
つ
の
団
体

か
ら
要
望
が
出
て
い
る
。
蔵
増
地

区
か
ら
３
つ
、
高
擶
地
区
か
ら
１

つ
、
山
口
地
区
か
ら
１
つ
の
利
用

組
合
が
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

除
雪
車
両
購
入
の
内
容
は

委
員　
７
０
０
０
万
円
で
除
雪
車

を
購
入
す
る
計
画
だ
が
、
そ
の
内

容
は
。

建
設
課
長　
今
冬
の
大
雪
で
、
狭

い
道
路
の
除
雪
に
苦
労
し
た
こ
と

か
ら
、
除
雪
車
を
購
入
す
る
も

の
。
除
雪
は
、
全
路
線
を
業
者
に

委
託
し
て
い
る
が
、
汎
用
性
の
少

な
い
車
両
な
の
で
、
市
が
購
入
し

て
業
者
に
貸
し
出
す
も
の
。

　
購
入
す
る
車
両
は
、
８０
馬
力
の

ロ
ー
タ
リ
ー
車
２
台
（
１
台
１
７

６
０
万
円
）
と
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー

車
２
台
（
１
台
１
７
４
０
万
円
）。

　
一
般
会
計
１
億
６
７
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
及
び

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
３７
万
８
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算

は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆主な内容� （単位：千円）
　野菜・花きの振興に要する経費� １，２８４
　畜産振興一般に要する経費� ４，９７７
　道路の管理に要する経費� ７０，０００
　消防庁舎の管理に要する経費� ２２，３１０
　公民館の管理運営に要する経費� １，４１０
　西沼田遺跡公園の管理運営に要する経費
� １，９７７
　東村山郡役所資料館の管理運営に要する経費
� １，０６１

◆主な内容� （単位：千円）
　国民健康保険の一般事務に要する経費� ３７８

補 正 額　　１億 ６７６万５０００円
予算総額　２０２億８５６６万９０００円

一般会計補正予算（第２号）あらまし

補 正 額　　　　３７万８０００円
予算総額　６４億７１０５万７０００円

国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）あらまし
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特 集

議
会
で
は�

⑯

今
回
は

に
つ
い
て

政
務
調
査
費

　
政
務
調
査
費
と
は
、

議
員
の
調
査
研
究
活
動

表１　政務調査費の主な使途基準
科　目 内　　　容

調査研究費

　会派が行う調査研究活動のために必要な先進地調査若
しくは現地調査に要する経費及び会派が研究会等を開催
するために必要な経費又は会派に所属する議員等が他の
団体の開催する研究会等に参加するために要する経費（交
通費、旅費、宿泊費等）

資料作成費
　会派が行う調査研究活動のために必要な資料の作成に
要する経費（印刷製本費、翻訳料、事務機器購入費、リー
ス料等）

資料購入費 　会派が行う調査研究活動のために必要な図書、資料等
の購入に要する経費

広　報　費
　会派が行う調査研究活動及び議員活動並びに市の政策
について住民に報告し、広報するために要する経費（広
報紙作成費等）

広　聴　費
　会派が住民からの市政、会派の政策等に対する要望、
意見を聴くための会議等に要する経費（会場費、印刷費、
茶菓子代等）

人　件　費 　会派が行う調査研究活動を補助する職員を雇用する経費
事 務 所 費 　会派が行う調査研究活動のために必要な事務所の設置

及び管理に要する経費
その他の経費 　上記以外の経費で会派の行う調査研究活動に必要な経費

表２　収支報告（平成２３年度分）
１　平成２３年４月〜９月（定数２２名：議員数２１名）
№ 会派（代表・人数等） 交付額

（円）
　　科　　　目（円） 返還額

（円）調査研究費 資料作成費 資料購入費 合計
１かがやき（秋葉忠・９名） ７０２，０００ ０ ０ ０ ０ ７０２，０００
２政 和 会（水戸保・６名） ４６８，０００ ４０５，６００ ０ ０ ４０５，６００ ６２，４００
３ 民主天童クラブ（狩野佳和・２名） １５６，０００ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
４ 日本共産党天童市議団（石垣昭一・２名） １５６，０００ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
５小澤　精（無会派） ７８，０００ ０ ０ ０ ０ ７８，０００
６伊藤護國（議長・無会派） ７８，０００ ０ ０ ０ ０ ７８，０００

合　　　計 １，６３８，０００ ４０５，６００ ０ ０ ４０５，６００ １，２３２，４００
２　平成２３年１０月〜平成２４年３月（定数２２名：議員数２２名）
№ 会派（代表・人数等） 交付額

（円）
　　科　　　目（円） 返還額

（円）調査研究費 資料作成費 資料購入費 合計
１清 新 会（伊藤護國・１１名） ８５８，０００ ５１８，５８０ １，９８７ ５８，１９５ ５７８，７６２ ２７９，２３８
２自公・政和会（結城義巳・４名） ３１２，０００ ２１８，２６０ ４２８ ０ ２１８，６８８ ９３，３１２
３ 民主市民クラブ（狩野佳和・３名） ２３４，０００ ２３，８６０ ７０ ０ ２３，９３０ ２１０，０７０
４茂木孝雄（無会派） ７８，０００ ４５，２６１ ０ ２９，４００ ７４，６６１ ３，３３９
５石垣昭一（無会派） ７８，０００ ０ ０ ０ ０ ７８，０００
６伊藤和子（無会派） ７８，０００ ０ ０ ０ ０ ７８，０００
７水戸　保（議長・無会派） ７８，０００ ０ ０ ３５，９３０ ３５，９３０ ４２，０７０

合　　　計 １，７１６，０００ ８０５，９６１ ２，４８５ １２３，５２５ ９３１，９７１ ７８４，０２９

議 会 の う ご き
■４月
　２５日　経済建設常任委員会所管現場視察

■５月
　２日　各派代表者会
　８日〜１０日　総務教育常任委員会行政視察（太田市、富士見

市、小諸市）
　９日〜１１日　環境福祉常任委員会行政視察（今治市、呉市、

倉敷市）、経済建設常任委員会行政視察（霧島市、出
水市、宇城市）

　１４日　議会改革特別委員会（常任委員会について外）
　１５日　環境福祉常任委員会所管事務調査（放課後児童クラブ

について）
　１８日　市長要請全員協議会（公社等の事業報告及び事業計画

について）、全員協議会（議会改革、クリーンピアに
ついて）

　２２日　市長要請総務教育常任委員会（投票所の見直しについて）
　２２日〜２５日　全国温泉所在地都市議会議長協議会総会、全国

市議会議長会定期総会、市議会議員共済会代議員会
（議長、局長／日比谷公会堂ほか）

　２８日　議会改革特別委員会（常任委員会について外）
　２９日　市長要請経済建設常任委員会（防災調整池の整備につ

いて外）
　３１日　議会運営委員会

■６月
　４日　議会改革特別委員会（議員間討議について外）
　７日　広報委員会
　７日〜２１日　第２回市議会定例会
　１３日　市長要請全員協議会（クリーンピアにおける災害廃棄

物の受入れについて）、各派代表者会
　１４日　総務教育常任委員会所管事務調査（外国語学習につい

て外）
　１７日〜１８日　さくらんぼトップセールス（議長、市長／新宿

小田急百貨店ほか）
　１９日　各派代表者会
　２１日　市長要請全員協議会（行財政改革の進捗状況につい

て）、広報委員会
　２５日　議会改革特別委員会（市長への反問権の付与について

外）

■７月
　４日　広報委員会
　９日　議会改革特別委員会（議会報告会について外）
　１０日〜１２日　自公・政和会行政視察（登別市、苫小牧市、旭

川市）
　１８日　広報委員会
　２３日　議会改革特別委員会（市民アンケートについて外）

円
）
を
、
４
月
に
１
年
分
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
政
務
調
査
費
の
交

付
を
受
け
た
会
派
は
、
年
度
末
に

収
支
報
告
書
を
議
長
に
提
出
し
、

不
用
額
に
つ
い
て
は
返
還
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
２３
年
度

分
の
収
支
報
告

は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
平
成
２３
年
度

は
、
改
選
期
で
あ
っ
た
た
め
、
前

期
（
４
月
か
ら
９
月
ま
で
）
と
後

期
（
１０
月
か
ら
平
成
２４
年
３
月
ま

で
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
議
員
に
対
し
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
政
務
調
査

費
の
使
途
基
準
に
つ
い
て
は
、
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　
本
市
で
は
、
各
会
派
に
対
し
、

所
属
議
員
一
人
当
た
り
月
１
万
３

０
０
０
円
（
年
額
１５
万
６
０
０
０

平成 24 年８月１日発行 （10）



提出された議案とその結果
〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第４号 平成２３年度天童市一般会計予算繰越
明許費の報告について 報　　告

報第５号 平成２３年度天童市水道事業会計予算
繰越しの報告について 報　　告

報第６号 天童市土地開発公社の経営状況並び
に事業計画の報告について 報　　告

報第７号 財団法人天童市牧野公社の経営状況
の報告について 報　　告

報第８号
公益財団法人天童市文化・スポーツ
振興事業団の経営状況並びに事業計
画の報告について

報　　告

報第９号 株式会社スポーツクラブ天童の経営
状況並びに事業計画の報告について 報　　告

報第１０号 平成２３年度天童市情報公開条例の運
用状況の報告について 報　　告

議第３号 平成２４年度天童市一般会計補正予算
（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第４号 平成２４年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第５号 荒谷西工業団地の分譲地の処分につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第６号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第７号 天童市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

同　　意
（全会一致）

議第８号 消防救急デジタル無線施設整備工事
請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第９号 天童市立第一中学校改築建築主体工
事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第１０号 天童市立第一中学校改築機械設備工
事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第１１号 天童市立第一中学校改築電気設備工
事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

委員会提出
議案第１号

脳脊髄液減少症の医療に関する意見
書の提出について

原案可決
（全会一致）

〈議員提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議員提出
議案第１号

尖閣諸島の実効支配を推進するため
の法整備を求める意見書の提出につ
いて

原案可決
（賛成多数）

議員提出
議案第２号

北朝鮮による日本人拉致問題の早期
解決を求める意見書の提出について

原案可決
（全会一致）

〈議員の派遣〉
件　　　　　名 結　果

市民訪問団を派遣して友好親善、交流促進を
図るため、９月５日から１２日までの８日間、
イタリア・マロスティカ市に水戸保議員を派
遣する

可　　決
（全会一致）

第１回臨時会（４月２４日）
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
平成２３年度天童市一般会計補正予算
（第８号）の専決処分の承認を求め
ることについて

承　　認

報第２号
平成２３年度天童市水道事業会計補正
予算（第２号）の専決処分の承認を
求めることについて

承　　認

報第３号
天童市市税条例の一部を改正する条
例の専決処分の承認を求めることに
ついて

承　　認

議第１号 平成２４年度天童市一般会計補正予算
（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決
（全会一致）

第
１
回
臨
時
会

　
平
成
２４
年
度
第
１
回
市
議
会
臨

時
会
が
４
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
、

専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
予
算
議

案
１
件
及
び
条
例
議
案
１
件
が
審

議
さ
れ
承
認・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
第
１
号　
平
成
２３
年
度
天
童

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
報
第
２
号　
平
成
２３
年
度
天
童

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
報
第
３
号　
天
童
市
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▼
議
第
１
号　
平
成
２４
年
度
天
童

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

＝
子
ど
も
手
当
に
替
わ
っ
て
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
の
事
務
に
要
す

る
経
費
な
ど
８
９
０
万
４
０
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
議
第
２
号　
天
童
市
市
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＝
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、
年
金
所

得
者
の
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
に
係

る
市
民
税
の
申
告
手
続
き
の
簡
素

化
な
ど
を
行
う
も
の
。
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外国語教育特区の認定校を視察（太田市）

　本市議会では、先進的で魅力ある行
政施策を実施している自治体などへの
視察を行っております。
　行政視察の成果は、市議会の中で、
本市が抱える行政課題の解決や、市へ
の提言等に反映され、今後のまちづく
りに生かされています。
　今回実施した行政視察の内容をご報
告します。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
５
月
８
日
〜
１０
日

《
群
馬
県
太お
お
た田
市
》

外
国
語
教
育
特
区
に
つ
い
て

　
太
田
市
は
輸
送
機
器
産
業
を
中

心
と
し
た
工
業
都
市
で
、
人
口
は

約
２２
万
人
で
あ
る
。

　
平
成
１５
年
４
月
、
太
田
外
国
語

（
英
語
）
教
育
特
区
構
想
が
第
１

号
認
定
を
受
け
、
平
成
１７
年
４
月

に
ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
（
小

中
高
一
貫
）
が
誕
生
し
た
。

　
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
た
国
際
人
の

育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
、
特
色
あ
る
教
育
の

展
開
を
期
待
し
た
い
。

１
％
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
１８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
こ
の
事
業
は
、
市
税
の
１
％
程

度
を
財
源
と
し
て
、
自
治
組
織
等

が
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

対
し
て
、
補
助
金
を
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。
住
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

参
考
と
な
っ
た
。

《
埼
玉
県
富ふ

じ

み
士
見
市
》

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

　
富
士
見
市
の
人
口
は
約
１０
万
６

０
０
０
人
。
こ
の
事
業
は
、
平
成

２０
年
８
月
に
就
任
し
た
現
市
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
平
成
２１

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
事
業

の
特
徴
は
、
無
作
為
抽
出
し
た
市

民
判
定
人
１
０
０
０
人
の
中
か

ら
、
市
民
判
定
人
の
応
募
を
受
け

付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平

成
２２
年
度
か
ら
２４
年
度
ま
で
の
予

算
に
お
い
て
、
約
５
０
０
０
万
円

を
削
減
し
た
成
果
を
あ
げ
た
。
事

業
開
始
当
初
は
、
市
民
か
ら
の
注

目
度
も
実
績
も
大
き
か
っ
た
が
、

年
々
、
事
業
仕
分
け
の
対
象
と
な

る
事
業
の
選
定
等
、
毎
年
継
続
す

る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

《
長
野
県
小こ
も
ろ諸

市
》

選
挙
投
票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
文
学
の
ま
ち
で
有
名
な
人
口
約

４
万
３
０
０
０
人
の
小
諸
市
は
、

平
成
２２
年
３
月
に
、
投
票
所
を
４３

投
票
区
か
ら
２１
投
票
区
に
再
編
し

た
。
投
票
区
編
成
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
１
投
票
所
の
有
権
者

数
を
１
５
０
０
人
程
度
と
し
、
公

的
施
設
を
投
票
所
に
指
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
投
票
所
内
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
や
駐
車
場
の
確
保
等
に

努
め
て
い
る
。

　
投
票
所
再
編
の
結
果
、
投
票
率

に
直
接
的
な
影
響
は
見
ら
れ
ず
、

期
日
前
投
票
者
数
の
増
加
や
、
選

挙
経
費
の
縮
減
に
効
果
が
あ
っ

た
。
本
市
も
投
票
所
の
見
直
し
を

予
定
し
て
い
る
の
で
参
考
と
し
た

い
。

《
愛
媛
県
今い
ま
ば
り治
市
》

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
タ
オ
ル
の
生
産
で
有
名
な
今
治

市
は
、
人
口
約
１６
万
人
で
、
高
齢

化
率
２８
・
４
％
と
天
童
市
よ
り

高
齢
化
し
て
お
り
、
生
活
支
援
・

安
否
確
認
事
業
や
生
き
が
い
活
動

支
援
事
業
、
在
宅
介
護
支
援
事
業

な
ど
高
齢
者
福
祉
事
業
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
在
宅
高
齢
者
介
護
激
励
金
制
度

は
、
介
護
期
間
１
か
月
以
上
、
要

介
護
度
３
・
４
・
５
が
対
象
で
、

支
給
月
額
２
５
０
０
円
か
ら
１
万

円
ま
で
の
四
段
階
で
支
給
し
て
お

り
、
市
民
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
在
宅
介
護
重
視
に
転
換
し

て
い
る
状
況
の
中
、
本
市
に
お
い

て
も
充
実
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

《
広
島
県
呉く
れ
市
》

国
民
健
康
保
険
医
療
費
削
減
策

　
造
船
で
有
名
な
呉
市
は
、
人
口

約
２４
万
人
で
、
電
子
化
さ
れ
た
レ

セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
医
師
会

の
協
力
を
得
て
１
年
間
に
１
億
２

０
０
０
万
円
の
削
減
効
果
を
も
た

ら
し
た
。
ま
た
、
人
工
透
析
予
備

軍
の
糖
尿
病
性
腎
症
の
患
者
に
日

常
生
活
や
投
薬
指
導
な
ど
の
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
、
重
症

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
５
月
９
日
〜
１１
日

平成 24 年８月１日発行 （12）



太陽光発電システム設置状況を視察（倉敷市）

定住促進事業について視察（出水市）

常任委員会
平成２４年度　常任委員会　行政視察一覧
常任委員会 視察先 視察内容

総 務 教 育
常任委員会

群馬県太田市 外国語教育特区・小中学校英語教育について
１％まちづくり事業について

埼玉県富士見市 市民判定人による事業仕分けについて
長野県小諸市 選挙投票所の見直しについて

選挙投開票事務について
環 境 福 祉
常任委員会

愛媛県今治市 高齢者福祉について
広島県呉市 国民健康保険医療費削減策について
岡山県倉敷市 地球温暖化対策について

経 済 建 設
常任委員会

鹿児島県霧島市 観光振興（広域観光）策について
鹿児島県出水市 定住促進事業について
熊本県宇城市 地域ブランド推進事業について

経
済
建
設
常
任
委
員
会
５
月
９
日
〜
１１
日

《
鹿
児
島
県
霧き
り
し
ま島
市
》

観
光
振
興
（
広
域
観
光
）
策

　
天
孫
降
臨
の
伝
説
で
有
名
な
高

千
穂
峰
を
含
む
霧
島
連
山
が
そ
び

え
る
人
口
約
１２
万
７
０
０
０
人
の

霧
島
市
で
は
、
霧
島
山
を
囲
む
５

市
２
町
で
、
任
意
の
自
治
体
連
合

で
あ
る
「
環
霧
島
会
議
」
を
設
立

し
、
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
環
霧

島
周
遊
列
車
」
の
モ
ニ
タ
ー
運
行

を
実
施
し
、
今
年
度
は
年
４
回
の

運
行
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
し

て
、
美
し
い
地
形
な
ど
を
保
全
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て

よ
う
と
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

を
受
け
た
「
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
し
て
ガ
イ
ド
の
養
成
や
一
般
向

け
の
様
々
な
講
座
を
開
催
し
霧
島

連
山
の
魅
力
の
発
信
を
行
っ
て
お

り
、広
域
観
光
の
参
考
と
な
っ
た
。

《
鹿
児
島
県
出い
ず
み水
市
》

定
住
促
進
事
業

　
ツ
ル
の
飛
来
地
で
有
名
な
出
水

市
は
人
口
約
５
万
５
０
０
０
人
、

平
成
１８
年
に
１
市
２
町
で
合
併
し

た
が
、
人
口
の
減
少
に
苦
慮
し
て

い
た
。

　
定
住
促
進
事
業
と
し
て
、
市
外

か
ら
の
定
住
を
目
的
に
住
宅
を
取

得
さ
れ
た
方
に
３
年
間
で
５０
万

円
、
さ
ら
に
１６
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
れ
ば
２
倍
の
１
０
０
万
円
の

補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、
２３
年

度
に
は
３３
件
と
申
請
件
数
は
年
々

増
加
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
転
入
者
が
市
外
の
事
業

所
に
公
共
機
関
を
利
用
し
て
通
勤

す
る
場
合
に
最
大
月
１
万
円
の
通

勤
補
助
も
出
し
て
お
り
、
有
効
な

事
業
と
感
じ
た
。

《
熊
本
県
宇う

き城
市
》

地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

　
人
口
約
６
万
２
０
０
０
人
の
宇

城
市
は
、
海
か
ら
山
へ
と
つ
な
が

る
地
域
で
、
海
や
山
の
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
弁
当
の

販
売
、
港
町
な
ら
で
は
の
料
理
の

提
供
で
入
込
み
客
数
の
増
加
を

狙
っ
て
い
る
。
宇
城
市
の
持
つ
価

値
へ
の
理
解
と
郷
土
へ
の
誇
り
を

育
て
、
担
い
手
を
創
出
す
る
こ
と

も
目
標
と
す
る
。

　

ま
た
、「
企
業
マ
ル
シ
ェ
」
の

開
催
と
し
て
首
都
圏
の
ビ
ル
の
一

角
を
借
り
、
交
流
の
あ
る
青
山
学

院
大
生
を
売
り
子
に
使
う
な
ど
し

て
直
売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。
本
市
で

も
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
に
も
明

治
大
学
と
連
携
し
て
ほ
し
い
。

化
の
予
防
と
日
常
生
活
の
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
広
島
大
学
や

地
元
の
医
師
会
等
と
行
政
の
協
力

関
係
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
。

医
療
費
削
減
の
試
み
と
し
て
、
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

《
岡
山
県
倉く
ら
し
き敷
市
》

地
球
温
暖
化
対
策

　
白
壁
の
町
並
み
の
美
観
地
区
で

有
名
な
倉
敷
市
は
、
人
口
約
４７
万

人
で
、
倉
敷
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
運
用
や
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
へ
の
設
置
補

助
、
各
小
中
学
校
へ
の
出
前
講
座

の
開
催
と
夏
休
み
中
の
省
エ
ネ
生

活
の
発
表
（
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ

ン
ジ
）
な
ど
幅
広
く
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
特
に
水
島
臨
海
工
業
地
域
に
電

気
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
立
地
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
電
気
自
動
車

の
導
入
（
公
用
車
２１
台
・
市
民
と

県
外
か
ら
の
観
光
客
へ
の
貸
し
出

し
３
台
）
を
通
じ
て
電
気
自
動
車

の
普
及
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
取
り
組

む
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
急
速
充

電
設
備
も
民
間
が
主
に
な
っ
て
整

備
が
進
ん
で
い
た
。

（13） てんどう市議会だより № 137
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検 索天童市議会 で

　
天
童
市
に
「
終つ
い
の
棲す
み
家か

」
と

移
り
住
ん
で
十
数
年
…
私
が
住

ま
い
し
て
い
る
町
は
、
他
の
市

町
村
か
ら
移
り
住
ん
で
い
る
方

が
多
い
新
し
い
町
内
・
南
町
で

す
。

　
町
内
女
性
ク
ラ
ブ
の
集
会
の

中
で
「
い
つ
も
住
み
良
い
・

明
る
く
・
安
全
で
安
心

で
き
る
町
内
で
い
た
い

わ
ね
」
か
ら
市
政
が
話

題
に
な
り
、
心
動
か
さ

れ
、
町
内
女
性
ク
ラ
ブ

の
方
々
と
市
議
会
の
傍

聴
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
体
験
に
、

神
聖
な
想
い
が
自
然
と
姿
勢
を

凛
と
さ
せ
ま
す
。
市
議
会
で

は
、
市
長
は
じ
め
議
員
の
方
々

の
、
さ
ら
に
住
み
良
い
天
童
市

に
す
べ
く
と
の
想
い
が
伝
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
主
婦
感
覚

で
す
が
、
世
間
に
聞
こ
え
て

く
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
も
、

「
実
は
こ
の
よ
う
に
質
疑
応
答

さ
れ
て
い
る
の
ね
」「
色
々
大

変
な
こ
と
が
山
積
み
な
の
ね
」

「
え
っ
！
そ
う
い
う
こ
と
で
い

い
の
か
し
ら
？
」
と
色
々
な
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
私
の
年
齢
の
せ
い
で
し
ょ

う
か
、
聞
き
取
り
に
く
い
箇
所

も
あ
り
残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
同
じ
空
間
を
共
有

し
、
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
た

か
ら
こ
そ
知
り
え
た
状
況
と
思

い
ま
す
。

　
「
で
き
る
こ
と
な
ら
気
軽
に

お
話
が
で
き
、
議
員
の

方
が
直
接
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
機
会
・
場

所
が
あ
る
と
い
い
の
に

ね
」
と
帰
り
の
車
中
で

話
し
が
弾
み
ま
し
た
。

　
今
ま
で
私
自
身
も
そ

う
で
す
が
お
任
せ
姿
勢

を
、
一
歩
踏
み
出
し
一
人
で
も

多
く
の
方
が
傍
聴
に
出
か
け
、

そ
こ
か
ら
感
じ
・
見
え
て
く
る

こ
と
で
参
加
し
、
市
民
・
市
議

会
の
距
離
が
近
く
な
れ
ば
、

「
天
童
っ
て
い
い
町
よ
！
住
み

た
い
町
！
」
そ
ん
な
希
望
あ
る

町
に
近
づ
く
気
が
す
る
の
は
、

初
め
て
市
議
会
を
傍
聴
し
た
私

た
ち
だ
け
が
感
じ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

市議会を傍聴して
感じること

近藤洋子（６５歳・南町）

９月１９日（水）本会議（初日）
　　２４日（月）本会議（一般質問）
　　２５日（火）本会議（一般質問）
　　２６日（水）常任委員会
　　２７日（木）常任委員会
　　２８日（金）決算特別委員会
１０月２日（火）決算特別委員会
　　３日（水）決算特別委員会
　　４日（木）決算特別委員会
　　５日（金）予算特別委員会
　　９日（火）予算特別委員会
　　１１日（木）本会議（最終日）
※請願の締め切りは、９月１１日（火）
正午までの予定です。

※日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

９月定例議会の日程（予定） 請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は１件で、所管常任委員会
で審査したあと、本会議で採決が行われました。結果は次のよ
うになりました。

インターネットで議会中継

◦
各
地
に
大
変
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
「
梅
雨
」
も
、
よ
う
や

く
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度

は
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
健
康

管
理
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
年
４

回
定
例
議
会
の
内
容
な
ど
を
掲

載
し
発
行
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
議
会
を
結
ぶ
「
架

け
橋
」
と
な
る
も
の
で
す
。
誰

も
が
「
読
み
た
く
な
る
」
議
会

だ
よ
り
を
め
ざ
し
、
広
報
委
員

会
で
工
夫
し
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

◦
特
に
議
案
採
決
で
賛
否
が
分

か
れ
た
と
き
、
議
員
が
ど
の
よ

う
な
判
断
を
し
た
の
か
、
議
員

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
す
。
氏
名
ま
で
掲
載
す
べ
き

で
な
い
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

◦
「
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
を

さ
ら
に
良
く
す
る
た
め
に
、
市

民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。
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矢
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武
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委　
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伊
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和
子

　

〃
　
結
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義
巳

　

〃
　
遠
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敬
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〃
　
武
田　
正
二

編
集
後
記

　天童市議会では、本会議をインターネットで生中継していま
す。生中継の約１週間後からは録画でもご覧いただけます。
　現在天童市議会として積極的に取り組んでいる議会改革特別
委員会の開催予定、市議会議員の紹介、平成１７年度以降の議会
だより、平成１３年以降の定例会・臨時会の会議録などもホーム
ページから確認できます。
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